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※
耐
震
設
計
、
改
修
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
先
着
１
戸
程
度

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

　

智
頭
町
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業

　

肝
臓
は
、
内
臓
で
１
番
大
き

な
臓
器
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
い

わ
れ
、
が
ま
ん
強
い
働
き
者
な

の
で
、
症
状
が
出
た
と
き
は
か

な
り
病
気
が
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
で
は
震
災
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
に
、

古
い
基
準
で
建
築
さ
れ
た
建
物

の
耐
震
診
断
、
改
修
設
計
、
耐

震
改
修
に
か
か
る
費
用
を
支
援

又
は
補
助
し
、
耐
震
化
を
促
進

す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
血
液
検
査
で
肝
臓
を
調
べ
る

　

「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
」
は

１
人
の
人
が
１
回
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

「
特
定
・
後
期
高
齢
者
健
診
」

を
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。

支
援
内
容

●
耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
を
行
う
技
術
者

（
民
間
の
建
築
士
）
を
無
料

で
派
遣
し
ま
す
。

※
先
着
５
戸
程
度

●
耐
震
設
計

　

費
用
の
２
／
３
以
内
で
上

限
16
万
円
ま
で
補
助

●
耐
震
改
修

　

費
用
の
２
／
３
以
内
で
上

限
100
万
円
ま
で
補
助

●
肝
臓
の
働
き

　

肝
臓
に
は
主
に
４
つ
の
働

き
が
あ
り
ま
す
。
人
体
に
重
要

な
働
き
を
し
て
い
る
の
が
肝
臓

で
す
。

①
栄
養
分
の
代
謝

②
余
分
な
栄
養
分
の
貯
蔵

③
薬
剤
や
有
害
物
質
の
解
毒

④
脂
肪
の
消
化
吸
収
を
助
け
る

　

胆
汁
の
産
生

肝
臓
を
守
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　

鳥
取
県
は
、
肝
臓
が
ん
に
か

か
る
人
や
、
肝
臓
が
ん
で
亡
く

な
る
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
体
に
と
っ
て
大
切
な

肝
臓
を
守
る
た
め
に
は
以
下
の

ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
建
築
物

　

本
町
内
に
平
成
12
年
５
月
31

日
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
木
造
一

戸
建
て
住
宅
（
店
舗
等
を
兼
ね

る
も
の
は
、
店
舗
等
の
部
分
の

床
面
積
が
述
べ
面
積
の
１
／
２

以
下
）

●
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　

７
月
31
日
（
金
）

●
生
活
習
慣
を
見
直
す

・
飲
酒
は
１
日
１
合
ま
で
。
週

に
２
回
の
休
肝
日
。

・
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
や
野

菜
・
海
藻
を
摂
取
。

・
脂
肪
や
食
塩
は
控
え
め
に
。

・
余
計
な
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
飲
ま
な
い
。

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
適
度
な

運
動
を
す
る
。

●
申
込
方
法

　

申
請
書
様
式
及
び
実
施
要
綱

等
に
つ
い
て
は
、
町
H
P
を

確
認
す
る
か
地
域
整
備
課
へ
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ先　　保健センター福祉課　　☎７５－４１０１

問合せ先　　役場地域整備課　　☎７５－４１１３

７
月
は
「
鳥
取
県
肝
臓
病
月
間
」
で
す
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